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【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年10月6日(2020.10.6)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の式（２ａ）、（２ｂ）または（２ｃ）の一つから選ばれる化合物、
【化１】

　式中、
　Ｘは、出現毎に同一であるか異なり、ＣＲ１またはＮであり；
　Ｒ１は、出現毎に同一であるか異なり、Ｒ１は、Ｈ、Ｄ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＨＯ
、Ｎ（Ａｒ１）２、Ｃ（＝Ｏ）Ａｒ１、Ｐ（＝Ｏ）（Ａｒ１）２、Ｓ（＝Ｏ）Ａｒ１、Ｓ
（＝Ｏ）２Ａｒ１、ＣＲ２＝ＣＲ２Ａｒ１、ＣＮ、ＮＯ２、Ｓｉ（Ｒ２）３、Ｂ（ＯＲ２

）２、Ｂ（Ｒ２）２、Ｂ（Ｎ（Ｒ２）２）２、ＯＳＯ２Ｒ２、１～４０個のＣ原子を有す
る直鎖アルキル、アルコキシもしくはチオアルコキシ基、３～４０個のＣ原子を有する分
岐あるいは環状アルキル、アルコキシもしくはチオアルコキシ基（夫々、１以上のＲ２に
より置換されてもよく、１以上の隣接しないメチレン基は、Ｒ２Ｃ＝ＣＲ２、Ｃ≡Ｃ、Ｓ
ｉ（Ｒ２）２、Ｇｅ（Ｒ２）２、Ｓｎ（Ｒ２）２、Ｃ=Ｏ、Ｃ=Ｓ、Ｃ=Ｓｅ、Ｃ=ＮＲ２、
Ｐ（=Ｏ）（Ｒ２）、ＳＯ、ＳＯ２、ＮＲ２、Ｏ、ＳもしくはＣ（＝Ｏ）ＮＲ２で置き代
えられてよく、ここで、１以上の水素原子は、Ｄ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＮＯ２か
ら選ばれる置換基を含むことができる。）または、１以上の基Ｒ２により各場合に置換さ
れてよい５～６０個の芳香族環原子を有する芳香族もしくは複素環式芳香族環構造、また
は、１以上の基Ｒ２により随意に置換されてよい５～４０個の芳香族環原子を有するアリ
ールオキシもしくはヘテロアリーオキシ基または、１以上の基Ｒ２により随意に置換され
てよい５～４０個の芳香族環原子を有するアラルキルもしくはヘテロアラルキル基または
これらの構造の組み合わせを含み；ここで、２個以上の置換基Ｒ１は、それらが結合する
原子と一緒に、もしくは２個の置換基Ｒ１は、それらが結合する原子と一緒に、モノある
いはポリ環状の脂肪族もしくは芳香族環構造を互いに形成してもよく；
　Ｒ２は、出現毎に同一であるか異なり、Ｒ２は、Ｈ、Ｄ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、Ｎ（Ｒ
３）２、ＣＮ、ＮＯ２、Ｓｉ（Ｒ３）３、Ｂ（ＯＲ３）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｒ３、Ｐ（＝Ｏ）
（Ｒ３）２、Ｓ（＝Ｏ）Ｒ３、Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ３、ＯＳＯ２Ｒ３、１～４０個のＣ原子を
有する直鎖アルキル、アルコキシもしくはチオアルコキシ基、２～４０個のＣ原子を有す
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る直鎖アルケニルもしくはアルキニル基、３～４０個のＣ原子を有する分岐あるいは環状
アルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシ、アルキルアルコキシもしくはチオアル
コキシ基（夫々、１以上の基Ｒ３により随意に置換されてもよい。）または、１以上の基
Ｒ３により各場合に置換されてよい５～６０個の芳香族環原子を有する芳香族もしくは複
素環式芳香族環構造、または、１以上の基Ｒ３により随意に置換されてよい５～６０個の
芳香族環原子を有するアリールオキシ、アラルコキシもしくはヘテロアリーオキシ基また
は、１０～４０個の芳香族環原子を有するジアリールアミノ基、ジヘテロアリールアミノ
基もしくはアリールヘテロアリールアミノ基を含み；
　Ｒ３は、出現毎に同一であるか異なり、Ｒ３は、Ｈ、Ｄ、Ｆ、１以上の水素原子がＦで
置換することができる１～２０個のＣ原子を有する脂肪族、芳香族および/または複素環
式芳香族炭化水素基を含み；ここで、１以上のＨ原子はＦで置き代えられてよく；ここで
、２個以上の置換基Ｒ３は、モノあるいはポリ環状の脂肪族もしくは芳香族環構造を互い
に形成してもよく、ここで、ジェミナルおよびビシナルな置換基Ｒ３は、単一のモノある
いはポリ環状の脂肪族もしくは芳香族環構造を形成せず；
　Ｒ４は、出現毎に同一であるか異なり、出現毎に同一であるか異なることができる１以
上のＲ２で置換されることができるフェニル－、ビフェニル－、テルフェニル－、クアテ
ルフェニル－、ピリジル－、ピリミジニル－、ピラジニル－、ピリダジニル－、トリアジ
ニル－、ジアリールアミノフェニル－もしくはジアリールアミノビフェニル基から選ばれ
；
　Ａｒ１は、出現毎に同一であるか異なり、Ａｒ１は、芳香族環、芳香族環構造、複素環
式芳香族環、複素環式芳香族環構造もしくは芳香族複素環式芳香族環構造を含み；ここで
、Ａｒ１は、１以上のＲ３置換基を含むことができる。
【請求項２】
　以下の式から選ばれる、請求項１記載の化合物。
【化２】

【請求項３】
　Ｒ４が、以下の基の一つを含む、請求項１または２記載の化合物：
【化３】

式中、
　Ｒ５は、出現毎に同一であるか異なり、Ｒ５は、Ｈ、Ｄ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＨＯ
、Ｎ（Ａｒ２）２、Ｃ（＝Ｏ）Ａｒ２、Ｐ（＝Ｏ）（Ａｒ２）２、Ｓ（＝Ｏ）Ａｒ２、Ｓ
（＝Ｏ）２Ａｒ２、ＣＲ６＝ＣＲ６Ａｒ２、ＣＮ、ＮＯ２、Ｓｉ（Ｒ６）３、Ｂ（ＯＲ６

）２、Ｂ（Ｒ６）２、Ｂ（Ｎ（Ｒ６）２）２、ＯＳＯ２Ｒ６、１～４０個のＣ原子を有す
る直鎖アルキル、アルコキシもしくはチオアルコキシ基、３～４０個のＣ原子を有する分
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岐あるいは環状アルキル、アルコキシもしくはチオアルコキシ基（夫々、１以上のＲ６に
より置換されてもよく、１以上の隣接しないメチレン基は、Ｒ６Ｃ＝ＣＲ６、Ｃ≡Ｃ、Ｓ
ｉ（Ｒ６）２、Ｇｅ（Ｒ６）２、Ｓｎ（Ｒ６）２、Ｃ=Ｏ、Ｃ=Ｓ、Ｃ=Ｓｅ、Ｃ=ＮＲ６、
Ｐ（=Ｏ）（Ｒ６）、ＳＯ、ＳＯ２、ＮＲ６、Ｏ、ＳもしくはＣ（＝Ｏ）ＮＲ６で置き代
えられてよく、ここで、１以上の水素原子は、Ｄ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＮＯ２か
ら選ばれる置換基を含むことができる。）または、１以上の基Ｒ６により各場合に置換さ
れてよい５～６０個の芳香族環原子を有する芳香族もしくは複素環式芳香族環構造、また
は、１以上の基Ｒ６により随意に置換されてよい５～４０個の芳香族環原子を有するアリ
ールオキシもしくはヘテロアリーオキシ基または、１以上の基Ｒ６により随意に置換され
てよい５～４０個の芳香族環原子を有するアラルキルもしくはヘテロアラルキル基または
これらの構造の組み合わせを含み；ここで、２個以上の置換基Ｒ５は、それらが結合する
原子と一緒に、モノあるいはポリ環状の脂肪族もしくは芳香族環構造を互いに形成しても
よく；
　Ｒ６は、出現毎に同一であるか異なり、Ｒ６は、Ｈ、Ｄ、Ｆ、１以上のＨ原子がＦで置
換することができる１～２０個のＣ原子を有する脂肪族、芳香族および/または複素環式
芳香族炭化水素（１以上のＨ原子は、Ｆで置換されることができる）を含み；ここで、２
個以上の置換基Ｒ６は、モノあるいはポリ環状の脂肪族もしくは芳香族環構造を互いに形
成してもよく、ここで、ジェミナルおよびビシナルな置換基Ｒ６は、単一のモノあるいは
ポリ環状の脂肪族もしくは芳香族環構造を形成してもよく；
　Ａｒ２は、出現毎に同一であるか異なり、Ａｒ２は、芳香族環、芳香族環構造、複素環
式芳香族環、複素環式芳香族環構造もしくは芳香族複素環式芳香族環構造を含み；ここで
、Ａｒ２は、５～４０個の環原子を含むことができ、Ａｒ２は、１以上のＲ６置換基を含
み；
　ｐは、０、１、２、３、４または５である。
【請求項４】
　　以下の式（４ａ）、（４ｂ）および（４ｃ）、（５ａ）～（５ｒ）、（６ａ）～（６
ｄ）、（７ａ）～（７ｒ）、（８ａ）～（８ｌ）、（１０ａ）～（１０ｌ）、（１１ａ）
～（１１ｒ）から選ばれる、請求項１記載の化合物。
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【化４－１】
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【化４－２】
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【化４－３】
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【化４－４】
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【化４－５】
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【化４－６】
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【化４－７】

【化４－８】

【請求項５】
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　　以下の式（９ａ）～（９ｒ）から選ばれる、請求項１記載の化合物：
【化５－１】

【化５－２】
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【化６】

　式中、＃で印された２個のビシナルな芳香族炭素原子は、＊で印された以下の式（９－
１）の炭素原子または式（５－１）の炭素原子と窒素原子に結合する。
【請求項６】
　　以下の式から選ばれる、請求項１記載の化合物。
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【化７－１】
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【化７－２】
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【化７－３】
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【化７－４】



(18) JP 2018-530522 A5 2020.11.19

【化７－５】
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【化７－６】
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【化７－７】
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【化７－８】
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【化７－９】
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【化７－１０】
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【化７－１１】



(25) JP 2018-530522 A5 2020.11.19

【化７－１２】
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【化７－１３】



(27) JP 2018-530522 A5 2020.11.19

【化７－１４】

【請求項７】
　請求項１～６何れか１項記載の少なくとも一つの化合物と、正孔注入材料（ＨＩＭ）、
正孔輸送材料（ＨＴＭ）、正孔ブロック材料（ＨＢＭ）、電子注入材料（ＥＩＭ）、電子
輸送材料（ＥＴＭ）、電子ブロック材料（ＥＢＭ）、ホスト材料、マトリックス材料、ワ
イドバンドギャップ材料、蛍光エミッター、燐光エミッター、ｎ－ドーパントおよびｐ－
ドーパントから選ばれる少なくとも一つの機能性材料を含む組成物。
【請求項８】
　機能性材料が、マトリックス材料から選ばれる、請求項７記載の組成物。
【請求項９】
　少なくとも一つの燐光エミッターをさらに含む、請求項７または８記載の組成物。
【請求項１０】
　さらに少なくとも一つのワイドバンドギャップ材料をさらに含み、ここで、ワイドバン
ドギャップ材料は、３．５ｅＶ以上のバンドギャップを有する、請求項７～９何れか１項
記載の組成物。
【請求項１１】
　請求項１～６何れか１項記載の少なくとも一つの化合物または請求項７～１０何れか１
項記載の組成物と、少なくとも一つの溶媒を含む、調合物。
【請求項１２】
　請求項１～６何れか１項記載の少なくとも一つの化合物または請求項７～１０何れか１
項記載の組成物の、電子素子での使用。
【請求項１３】
　請求項１～６何れか１項記載の少なくとも一つの化合物または請求項７～１０何れか１
項記載の組成物を含む電子素子。
【請求項１４】
　電子素子が、有機集積回路（ＯＩＣ）、有機電界効果トランジスタ（ＯＦＥＴ）、有機
薄膜トランジスタ（ＯＴＦＴ）、有機エレクトロルミネッセンス素子、有機ソーラーセル
（ＯＳＣ）、有機光学検査器、有機光受容器から選ばれる、請求項１３記載の電子素子。
【請求項１５】
　素子が、有機発光トランジスタ（ＯＬＥＴ）、有機電場消光素子（ＯＦＱＤ）、有機発
光電子化学セル（ＯＬＥＣ）、有機レーザーダイオード（Ｏ－Ｌａｓｅｒ）および有機発
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光ダイオード（ＯＬＥＤ）より成る群から選ばれる有機エレクトロルミネッセンス素子で
あることを特徴とする、請求項１３または１４記載の電子素子。
【請求項１６】
　有機発光電子化学セルまたは有機レーザーダイオードである、請求項１５記載の電子素
子。
【請求項１７】
　方法は、気相堆積によりまたは溶液から、素子の少なくとも一つの有機層を堆積するこ
とを含む、請求項１３～１５何れか１項記載の電子素子の製造方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
　式中、使用される記号には、以下が適用される；
　Ｙは、出現毎に同一であるか異なりＣ（Ｒ１）２、Ｎ（Ｒ１）、Ｃ（＝Ｏ）、Ｃ（＝Ｓ
）、ＯまたはＳ、好ましくは、Ｃ（Ｒ１）２またはＮ（Ｒ１）であり；
　Ｘは、出現毎に同一であるか異なり、Ｘは、ＣＲ１またはＮであり；ここで、Ｘ基の何
れかがＣＲ１であることが好ましく；
　Ｒ１は、出現毎に同一であるか異なり、Ｒ１は、Ｈ、Ｄ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＨＯ
、Ｎ（Ａｒ１）２、Ｃ（＝Ｏ）Ａｒ１、Ｐ（＝Ｏ）（Ａｒ１）２、Ｓ（＝Ｏ）Ａｒ１、Ｓ
（＝Ｏ）２Ａｒ１、ＣＲ２＝ＣＲ２Ａｒ１、ＣＮ、ＮＯ２、Ｓｉ（Ｒ２）３、Ｂ（ＯＲ２

）２、Ｂ（Ｒ２）２、Ｂ（Ｎ（Ｒ２）２）２、ＯＳＯ２Ｒ２、１～４０個のＣ原子を有す
る直鎖アルキル、アルコキシもしくはチオアルコキシ基、３～４０個のＣ原子を有する分
岐あるいは環状アルキル、アルコキシもしくはチオアルコキシ基（夫々、１以上のＲ２に
より置換されてもよく、１以上の隣接しないメチレン基は、Ｒ２Ｃ＝ＣＲ２、Ｃ≡Ｃ、Ｓ
ｉ（Ｒ２）２、Ｇｅ（Ｒ２）２、Ｓｎ（Ｒ２）２、Ｃ=Ｏ、Ｃ=Ｓ、Ｃ=Ｓｅ、Ｃ=ＮＲ２、
Ｐ（=Ｏ）（Ｒ２）、ＳＯ、ＳＯ２、ＮＲ２、Ｏ、ＳもしくはＣ（＝Ｏ）ＮＲ２で置き代
えられてよく、ここで、１以上のＨ原子は、Ｄ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＮＯ２を含
むことができる。）または、１以上の基Ｒ２により各場合に置換されてよい５～６０個の
芳香族環原子を有する芳香族もしくは複素環式芳香族環構造、または、１以上の基Ｒ２に
より随意に置換されてよい５～４０個の芳香族環原子を有するアリールオキシもしくはヘ
テロアリーオキシ基または、１以上の基Ｒ２により随意に置換されてよい５～４０個の芳
香族環原子を有するアラルキルもしくはヘテロアラルキル基またはこれらの構造の組み合
わせを含み；ここで、２個以上の置換基Ｒ１は、それらが結合する原子と一緒に、もしく
は２個の置換基Ｒ１は、それらが結合する原子と一緒に、モノあるいはポリ環状の脂肪族
もしくは芳香族環構造を互いに形成してもよく；
　Ｒ２は、出現毎に同一であるか異なり、Ｒ２は、Ｈ、Ｄ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、Ｎ（Ｒ
３）２、ＣＮ、ＮＯ２、Ｓｉ（Ｒ３）３、Ｂ（ＯＲ３）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｒ３、Ｐ（＝Ｏ）
（Ｒ３）２、Ｓ（＝Ｏ）Ｒ３、Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ３、ＯＳＯ２Ｒ３、１～４０個のＣ原子を
有する直鎖アルキル、アルコキシもしくはチオアルコキシ基、２～４０個のＣ原子を有す
る直鎖アルケニルもしくはアルキニル基、３～４０個のＣ原子を有する分岐あるいは環状
アルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシ、アルキルアルコキシもしくはチオアル
コキシ基（夫々、１以上の基Ｒ３により随意に置換されてもよく、１以上の隣接しないＣ
Ｈ２基は、Ｒ３Ｃ＝ＣＲ３、Ｃ≡Ｃ、Ｓｉ（Ｒ３）２、Ｇｅ（Ｒ３）２、Ｓｎ（Ｒ３）２

、Ｃ=Ｏ、Ｃ=Ｓ、Ｃ=Ｓｅ、Ｃ=ＮＲ３、Ｐ（=Ｏ）（Ｒ３）、ＳＯ、ＳＯ２、ＮＲ３、Ｏ
、ＳもしくはＣＯＮＲ３で随意に置き代えられてよく、ここで、１以上のＨ原子は、Ｄ、
Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮもしくはＮＯ２で随意に置き代えられてよい。）または、１以
上の基Ｒ３により各場合に置換されてよい５～６０個の芳香族環原子を有する芳香族もし
くは複素環式芳香族環構造、または、１以上の基Ｒ３により随意に置換されてよい５～４
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０個の芳香族環原子を有するアリールオキシ、アラルコキシもしくはヘテロアリーオキシ
基または、１以上の基Ｒ３により随意に置換されてよい１０～４０個の芳香族環原子を有
するジアリールアミノ基、ジヘテロアリールアミノ基もしくはアリールヘテロアリールア
ミノ基またはこれらの基の１以上の組み合わせを含み；ここで、２個以上の置換基Ｒ２は
、モノあるいはポリ環状の脂肪族もしくは芳香族環構造を互いに形成してもよく、ここで
、好ましくは、２個以上のジェミナルおよびビシナルな置換基Ｒ２は、単一のモノあるい
はポリ環状の脂肪族もしくは芳香族環構造を形成してもよく；
　Ｒ３は、出現毎に同一であるか異なり、Ｒ３は、Ｈ、Ｄ、Ｆ、１以上のＨ原子がＦで置
換することができる１～２０個のＣ原子を有する脂肪族、芳香族および/または複素環式
芳香族炭化水素基を含み；ここで、１以上のＨ原子はＦで置き代えられてよく；ここで、
２個以上の置換基Ｒ３は、モノあるいはポリ環状の脂肪族もしくは芳香族環構造を互いに
形成してもよく、ここで、好ましくは、ジェミナルおよびビシナルな置換基Ｒ３は、単一
のモノあるいはポリ環状の脂肪族もしくは芳香族環構造を形成せず；
　Ｒ４は、出現毎に同一であるか異なり、Ｒ４は、Ａｒ１、Ｃ１－Ｃ４０アルキル、Ｃ１

－Ｃ４０不飽和基、Ｃ３－Ｃ４０環状アルキルもしくは、Ｃ３－Ｃ４０不飽和環状基を含
む第１の部分、さらにＲ２を含む部分を含み、ここで、１以上のメチレン基は、好ましく
は、非ビシナルなメチレン基は、Ｒ２Ｃ＝ＣＲ２、Ｃ≡Ｃ、Ｓｉ（Ｒ２）２、Ｇｅ（Ｒ２

）２、Ｓｎ（Ｒ２）２、Ｃ=Ｏ、Ｃ=Ｓ、Ｃ=Ｓｅ、Ｃ=ＮＲ２、Ｐ（=Ｏ）（Ｒ２）、ＳＯ
、ＳＯ２、ＮＲ２、ＯもしくはＣＯＮＲ２から選ばれる置換基を含むことができ、ここで
、１以上の水素原子は、Ｄ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＮＯ２もしくはＡｒ１から選ば
れる置換基を含むことができ、
　Ａｒ１は、出現毎に同一であるか異なり、Ａｒ１は、芳香族環、芳香族環構造、複素環
式芳香族環、複素環式芳香族環構造もしくは芳香族複素環式芳香族環構造を含み；ここで
、Ａｒ１は、１以上の基Ｒ３を含むことができ；
　ｍは、０、１または２であり、好ましくは、ｍは、１であり、非常に好ましくは、ｍは
、０であり；
　ｎは、０または１、好ましくは、０であり；ここで、ｎ＝０は、両方の環が、共有単結
合を介して互いに結合することを意味する。
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